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交交通ルールを守ろう交通ルールを守ろう！！交交通ルールを守ろう交通ルールを守ろう！！
松松崎幼稚園岩科園では、祖父母参観日に作っ松崎幼稚園岩科園では、祖父母参観日に作ったた

交通安全かかしを県道に飾り付けました交通安全かかしを県道に飾り付けました。。

松松崎幼稚園岩科園では、祖父母参観日に作っ松崎幼稚園岩科園では、祖父母参観日に作ったた

交通安全かかしを県道に飾り付けました交通安全かかしを県道に飾り付けました。。
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歳
入
決
算
額
は
、

億
８,
４
４

３６

６
万
円（
前
年
度
比
９.
０
㌫
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

町
税
が
前
年
度
比
３,
３
４
６
万

円
の
減
、
国
庫
支
出
金
が
２,
３
０

０
万
円
の
減
、
地
方
交
付
税
が
５

９
１
万
円
の
減
に
な
る
等
、
自
主

財
源
、
依
存
財
源
と
も
に
減
額
と

な
る
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
町
税
等
の
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
起

債
や
基
金
の
計
画
的
な
活
用
に
よ

る
堅
実
か
つ
積
極
的
な
財
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

歳
出
決
算
額
は
、

億
３
５
８

３５

万
円
（
前
年
度
比
９.
４
㌫
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

経
常
経
費
の
内
容
精
査
を
進
め
、

無
駄
な
経
費
の
削
減
に
努
め
る
一

方
で
、
橋
梁
の
耐
震
補
強
補
修
事

業
や
緊
急
避
難
路
整
備
、
津
波
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
、
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し
た
防
災
対
策
に
重

点
を
置
い
た
施
策
を
実
施
し
ま
し

た
。

総額３５億３５８万円
このように使いました。
厳しい財政状況ですが、橋梁の耐震補強補修事

業、津波監視カメラ整備、松崎地区の浸水対策工

事等、安心安全なまちづくりに努めました。

・財政調整基金積立金 ……………１億７，０４８万円

・公共施設整備基金積立金…………………１億円

・路線バス対策事業 ……………………２，２１８万円

・花いっぱい運動推進事業 ……………１，５７４万円

・地域経済活性化対策費

（住宅リフォーム助成他）………………８５５万円

・まちづくり事業

（ピカ市、地域おこし協力隊他）…………６５９万円

・コミュニティ活動推進事業 ……………３２１万円

・交通安全対策事業

（カーブミラー設置工事他）……………１５７万円

・障害者自立支援給付費 …………１億３，４２４万円

・後期高齢者医療事業（繰出金他）１億２，７３８万円

・介護保険事業（繰出金他）………１億１，８７２万円

・子ども手当 ……………………………９，２５２万円

・国民健康保険事業（繰出金他）………６，８１６万円

・保育所実施委託事業 …………………５，５７２万円

・重度障害者医療費助成事業 …………１，９１２万円

・地域福祉推進事業

（寿乗車券利用助成他）…………………７７５万円

・じん芥処理事業

（清掃点検業務委託他）…………１億６，７０７万円

・西豆衛生プラント組合負担金 ………７，９８０万円

・こども医療費助成事業 ………………１，６２３万円

・老人健康対策事業

（がん検診事業他）……………………１，２６０万円

・予防事業

（インフルエンザ・麻疹風疹予防接種事業他）

……………………………………………９３６万円

・漁港管理事業

（雲見集排施設改築工事他）…………２，５１５万円

・農業振興事業

（青年就農給付金他）…………………１，０３９万円

・林業振興事業

（間伐等林業再生事業他）………………９２０万円

農林水産業費 １億９，９５４万円
５．７％（前年対比１，１９１万円増）

衛生費 ４億９５６万円
１１．７％（前年対比 △１，９８８万円）

民生費 ７億３，８４９万円
２１．１％（前年対比 △２，０９８万円）

総務費 ７億７４７万円
２０．２％（前年対比 ５，３０２万円増） 平成２４年度 一般会計

決決決 算算算 報報報 告告告

○
歳
入
の
状
況

○
歳
出
の
状
況
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地
域
支
え
あ
い
事
業
や
不
妊
治

療
費
助
成
を
新
た
に
開
始
し
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

し
た
。

ま
た
、
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
レ
ー
ス
大
会
へ
の
補
助
等
、

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
や
東
日
本
大
震
災
で
影

響
を
受
け
た
中
小
企
業
を
対
象
と

し
た
災
害
対
策
資
金
利
子
補
給
事

業
や
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
に

対
す
る
助
成
、
青
年
就
農
給
付
金

事
業
等
の
農
業
後
継
者
対
策
事
業

も
展
開
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
施
策
を
実
施
し
ま
し

た
。一

方
で
、
財
政
調
整
基
金
に
１

億
７,
０
４
８
万
円
、
公
共
施
設
整

備
基
金
に
１
億
円
を
積
み
立
て
る

等
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
留
意

し
た
予
算
執
行
を
行
い
ま
し
た
。

町
税
等
自
主
財
源
の
乏
し
い
厳

し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
経
常
経

費
の
節
減
に
努
め
、
効
果
の
期
待

で
き
る
事
業
に
予
算
を
重
点
配
分

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

比 率決 算 額性 質 別

１９．０％６億６，４３５万円人 件 費

１８．３％６億４，０９６万円物 件 費

０．８％２，８４６万円維 持 補 修 費

１０．０％３億５，１２６万円扶 助 費

１４．７％５億１，４０８万円補 助 費 等

１１．３％３億９，６１３万円公 債 費

７．７％２億７，０５８万円積 立 金

０．０％４１万円投資及び出資金貸付金

５．８％２億 ２５３万円繰 出 金

１１．４％４億 ２０万円普 通 建 設 事 業 費

１．０％３，４６２万円災 害 復 旧 費

１００．０％３５億 ３５８万円合 計

平成２４年度一般会計決算性質別歳出内訳表

・テニスコート改修工事 ………………２，５６５万円

・生涯学習推進事業

（図書館運営費他）……………………１，０２０万円

・遠距離児童生徒通学費補助金 …………７３８万円

・国際理解教育振興事業 …………………５０４万円

・公共土木施設災害復旧事業

（町道江奈門野線他）…………………２，０８３万円

・漁港施設災害復旧事業

（雲見・石部漁港）………………………１，３７９万円

・西伊豆広域消防組合負担金 ……１億３，７３９万円

・消防団運営事業 ………………………２，６９３万円

・消防施設整備事業

（小型ポンプ車整備他）………………１，８２５万円

・災害対策施設整備

（津波監視カメラ整備工事他）………１，３５７万円

・災害対策事業（防災ラジオ他）………１，０８８万円

・道路維持事業（道路維持工事他）……９，１８９万円

・松崎地区浸水対策事業 ………………４，２８７万円

・橋梁維持事業

（南郷橋耐震補強補修工事他）………３，８７０万円

・急傾斜地崩壊対策事業負担金

（桜田、明伏、大沢、船田）…………………９００万円

・河川維持事業（河川維持工事他）………３６２万円

・港湾管理事業 ……………………………１９５万円

・観光施設整備事業

（雲見千貫門遊歩道改修工事他）……４，５８９万円

・観光振興事業（観光協会補助金他）…３，９９１万円

・商工振興事業（商工会補助金他）……１，１９４万円

・ふれあい交流推進事業

（グリーンツーリズム推進事業）………４９９万円

災害復旧費３，４６２万円
１．０％（前年対比３，４６２万円増）

商工費 ２億２，２１６万円
６．３％（前年対比 △３億８，２１３万円）

教育費 ２億８，４５６万円
８．１％（前年対比 △４，０１１万円）

消防費 ２億７０２万円
５．９％（前年対比 △５，７９７万円）

土木費 ２億４，３３７万円
７．０％（前年対比５，４８７万円増）

・元金 ………………………………３億４，８４１万円

・利子 ……………………………………４，７７２万円

公債費 ３億９，６１３万円
１１．３％（前年対比８６９万円増）

・議員報酬、手当等

議会費６，０６６万円
１．７％（前年対比 △６２９万円）
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平
成

年
度
の
国
民
健
康
保
険

２４

へ
の
加
入
者（
年
平
均
）は
、
２,
９

６
４
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割

合
は

.
７
㌫

と
な
り
ま
し
た
。

３８

世
帯
数
で
は
総
世
帯
数
の
.
７
㌫

５３

と
な
る
１,
６
５
４
世
帯
が
加
入
し

て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

億
１２

５,
０
５
２
万
円
（
前
年
度
比
１
０

４.
８
㌫
、５,
７
０
９
万
９,
０
０
０

円
の
増
）、歳
出
総
額
は

億
９,
９

１１

０
０
万
１,
０
０
０
円
（
前
年
度
比

１
０
３.
３
㌫
、３,
８
５
９
万
３,
０

０
０
円
の
増
）と
な
り
、歳
入
歳
出

差
引
額
は
５,
１
５
１
万
９,
０
０
０

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
基
金
繰
入
金
や
繰
越

金
を
除
く
単
年
度
収
支
で
見
る
と
、

２,
０
４
６
万
１,
０
０
０
円
の
赤
字

と
な
っ
て
お
り
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
会
計
の
根
幹
を
な

す
国
民
健
康
保
険
税
が
２
億
３,
８

８
５
万
８,
０
０
０
円
（
前
年
度
比

.
７
㌫
、１,
８
７
８
万
円
の
減
）と

９２な
り
ま
し
た
。

一
方
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費

（
一
般
の
場
合
は
７
割
等
、
町
が

負
担
す
る
分
）
が
８
億
１,
４
３
３

万
４,
０
０
０
円
（
前
年
度
比
１
０

３.
２
㌫
、
２,
５
２
４
万
５,
０
０

０
円
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
等
支
払
準
備
基
金

の
状
況
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た

め
、
３,
９
６
３
万
７,
０
０
０
円
を

取
り
崩
し
、

万
円
を
積
み
立
て

６７

た
結
果
、
残
高
は
１,
２
８
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
医
療
費
の
節
約
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成

年
度
の
被
保
険
者
数

２４

（
年
平
均
）
は
、
１,
６
７
５
人
で
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
.
８
㌫

２１

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
１
億
７

４
４
万
５,
０
０
０
円
（
前
年
度
比

１
０
０.
８
㌫
、

万
８,
０
０
０
円

８１

の
増
）、
歳
出
総
額
１
億
５
１
８
万

９,
０
０
０
円
（
前
年
度
比
１
０
０.

７
㌫
、

万
２,
０
０
０
円
の
増
）

７１

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
２

２
５
万
６,
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。歳

入
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
７,
４
３
６
万
８,
０
０
０

円
（
前
年
度
比
１
０
１.
０
㌫
、
７０

万
５,
０
０
０
円
の
増
）
と
な
り
、

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
保
険
料

は
４
万
４,
３
９
９
円
と
な
り
ま
し

た
。平

成

年
３
月
末
現
在
、

歳

２５

６５

以
上
の
被
保
険
者
数
は
２,
９
４
４

人
、
そ
の
内
、
要
介
護
（
要
支
援

含
む
）
認
定
者
数
は
５
５
７
人
で

.

㌫
と
な
り
ま
し
た
。

１８
９２特

別
会
計
の
歳
入
総
額
８
億
８

６
３
万
円
（
前
年
度
比
.
２
㌫
、

９９

６
７
１
万
１,
０
０
０
円
の
減
）、

歳
出
総
額
７
億
９,
７
５
８
万
７,
０

０
０
円
（
前
年
度
比
.
９
㌫
、
８

９８

１
４
万
４,
０
０
０
円
の
減
）
と
な

り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
１,
１
０

４
万
３,
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
内
、
保
険
給
付
費
は
７
億

５,
７
８
４
万
１,
０
０
０
円
で
、前

年
度
比
８
２
３
万
７,
０
０
０
円
、

１.
１
㌫
の
微
減
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
介
護

予
防
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
要
介

護
認
定
者
の
減
少
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

差 引 額歳 出歳 入被保険者数特 別 会 計

５，１５１万９千円１１億９，９００万１千円１２億５，０５２万円２，９６４人国民健康保険

２２５万６千円１億５１８万９千円１億７４４万５千円１，６７５人後期高齢者医療

１，１０４万３千円７億９，７５８万７千円８億８６３万円２，９４４人介 護 保 険

国保歳入合計 １２億５，０５２万円

国保歳出合計 １１億９，９００万１千円

１人当たりの保険税 ８０，７０５円

１人当たりの医療費 ３２６，８３１円

【特別会計決算の状況】

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療特

別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

特特
別
会
計
決
算
の
概

特
別
会
計
決
算
の
概
要要
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財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
？

財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
治

体
の
会
計
で
あ
る
一
般
会
計
、
特

別
会
計
（
企
業
会
計
含
む
）
等
、

自
治
体
の
財
政
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
毎
年
度
の
決
算
時
に

算
定
す
る
「
健
全
化
判
断
比
率
」

お
よ
び
「
資
金
不
足
比
率
」
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
は
？

次
の
４
つ
の
比
率
を
い
い
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

・
実
質
公
債
費
比
率

・
将
来
負
担
比
率

健
全
化
判
断
比
率
（
公
営
企
業

は
「
資
金
不
足
比
率
」）
で
は
、
財

政
の
危
険
信
号
を
示
す
『
早
期
健

全
化
基
準
』（
公
営
企
業
は
「
経
営

健
全
化
基
準
」
）
と
財
政
破
た
ん
状

態
（
会
社
で
い
う
「
倒
産
」）
を
示

す
『
財
政
再
生
基
準
』
が
あ
り
、

比
率
が
基
準
以
上
に
な
る
と
、
国

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
？

平
成

年
度
決
算
に
よ
る
算
定

２４

で
は
、
全
て
の
判
断
比
率
が
財
政

健
全
化
法
で
の
基
準
を
下
回
っ
て

お
り
、
平
成

年
度
決
算
に
引
き

２３

続
い
て
財
政
の
健
全
性
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
の
収
入
に
お
け
る

町
税
等
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合

は
、
３
割
台
で
県
内
で
も
最
低
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の

財
政
状
況
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
り
比
較
・
分
析
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
こ
の

法
律
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方
法
・

分
析
に
よ
り
、
健
全
財
政
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

や
県
の
手
助
け
や
管
理
の
下
、
財

政
再
生
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

開
拓
姉
妹
都
市
締
結

周
年
の

３５

記
念
事
業
と
し
て
、９
月

日
（
木
）

１２

か
ら

日
（
日
）ま
で
３
泊
４
日
の

１５

日
程
で
、
米
沢
帯
広
市
長
を
団
長

と
し
た
一
行

人
が
松
崎
町
を
訪

２０

れ
ま
し
た
。

役
場
の
表
敬
訪
問
に
際
し
て
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
松
崎
町
か
ら

記
念
品
と
し
て
、
町
文
化
協
会
長

の
石
田
博
之
氏
が
撮
影
し
た
雲
見

海
岸
か
ら
望
む
「
冬
の
赤
富
士
」

の
写
真
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
依
田
勉
三
翁
の
お
墓

参
り
や
ゆ
か
り
の
あ
る
大
沢
温
泉

ホ
テ
ル
、
三
余
荘
資
料
館
、
桜
葉

塩
漬
け
工
場
等
の
見
学
や
光
る
泥

団
子
作
り
、
ま
ゆ
玉
人
形
作
り
体

験
を
行
っ
た
ほ
か
、
松
崎
海
岸
で

開
催
さ
れ
た
「
第

回
伊
豆
半
島

１４

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
鑑
賞

さ
れ
、
勇
壮
な
太
鼓
の
響
き
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

今
後
、

月

日（
月
）か
ら
２

１０

２８

泊
３
日
の
予
定
で
、
松
崎
町
か
ら

の
親
善
訪
問
団
が
、
晩
秋
の
帯
広

を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

齋藤町長から米沢帯広市長へ記念品目録贈呈

「まゆ玉人形作り」を体験

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

※「－」は黒字の意味で、（ ）内は前年の比率

財政再生基準早期健全化基準松崎町の比率健全化指標

２０．０％１５．０％－（－）実 質 赤 字 比 率

４０．０％２０．０％－（－）連結実質赤字比率

３５．０％２５．０％６．３％（６．２％）実質公債費比率

なし３５０．０％１．９％（１１．０％）将 来 負 担 比 率

※「－」は黒字の意味で、（ ）内は前年の比率

財政再生
基 準

経営健全化
基 準

松崎町の
比 率

特 別 会 計 名

なし２０．０％

－（－）水 道 事 業 会 計

－（－）温 泉 事 業 会 計

－（－）
伊豆まつざき荘
会 計

－（－）
岩地集落排水事業
特 別 会 計

－（－）
石部集落排水事業
特 別 会 計

－（－）
雲見集落排水事業
特 別 会 計

（公営企業に係る資金不足比率）

（財政健全化判断比率）

帯
広
市
親
善
訪
問
団
が
来
町
さ
れ
ま
し
た

帯
広
市
親
善
訪
問
団
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
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小
・
中
学
校
の
夏
休
み
課
題
と

し
て
募
集
し
た
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
９
月
１２

日
（
木
）
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
３
６
０
点
の
応
募
が

あ
り
、
町
長
、
交
通
安
全
対
策
委

員
、
小
・
中
学
校
の
美
術
担
当
教

諭
等
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。各

部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

小
学
校
低
学
年（
１
・
２
年
）の
部

最
優
秀
賞

山

本

奈

央（
２
年
）

優

秀

賞

稲

葉

花

奏（
２
年
）

田

所

秀

磨（
１
年
）

佳

作

山

本

悠

月（
２
年
）

関

夢

波（
１
年
）

山

崎

李

音（
２
年
）

審査の様子

小
学
校
中
学
年（
３
・
４
年
）の
部

最
優
秀
賞

土
田
倫
生
佳（
４
年
）

優

秀

賞

関

倖

平（
４
年
）

北

島

杏

結（
３
年
）

佳

作

久

保

美

心（
３
年
）

佐

野

杏

奈（
４
年
）

石

田

紗

為（
４
年
）

小
学
校
高
学
年（
５
・
６
年
）の
部

最
優
秀
賞

山

田

采

礼（
５
年
）

優

秀

賞

石

田

竜

一（
５
年
）

指

出

真

紀（
５
年
）

佳

作

大

場

洋

輔（
６
年
）

菊

地

美

優（
６
年
）

梅

木

佑

斗（
６
年
）

中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

佐

藤

碧

海（
１
年
）

優

秀

賞

田

口

開（
１
年
）

川

田

蕗（
１
年
）

佳

作

土

田

馨

仁（
１
年
）

馬

場

惣

莞（
１
年
）

関

文

菜（
１
年
）

（
敬
称
略
）

交交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ルル

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ルル

小
学
校
中
学
年
の
部

【
評
】
周
り
の
余
白
が
効
果
的

で
、
奥
行
や
空
間
の
広

が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

４年

土田倫生佳さん

小
学
校
低
学
年
の
部

【
評
】
家
族
の
表
情
が
良
く
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
合
っ
て

い
る
。

２年

山 本 奈 央さん

小
学
校
高
学
年
の
部

【
評
】
運
転
中
の
携
帯
電
話
の

危
険
性
が
伝
わ
る
作
品

で
あ
る
。

５年

山 田 采 礼さん

中

学

校

の

部

【
評
】
絵
や
文
字
が
は
っ
き
り

出
て
お
り
、
背
景
の
黒

色
を
効
果
的
に
使
っ
た

作
品
で
あ
る
。

１年

佐 藤 碧 海さん

最優秀賞

最優秀賞

最優秀賞

最優秀賞
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「
防
災
の
日
」
の
９
月
１
日（
日
）、

町
内
各
地
で
、
大
規
模
地
震
や
津

波
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

松
崎
町
で
は
、

の
全
て
の
自

３５

主
防
災
会
、
関
係
機
関
等
約
３,
６

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
自
主
防
災
会
で
は
、
津
波
避

難
訓
練
、
消
火
器
・
消
火
栓
に
よ

る
初
期
消
火
訓
練
、
防
災
資
機
材

の
点
検
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

岩
科
地
区
で
は
、
山
口
・
指
川
・

松
尾
・
中
村
・
野
田
・
金
沢
の
６

地
区
が
参
加
し
、
旧
岩
科
小
学
校

で
会
場
型
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。陸

上
自
衛
隊
第
１
戦
車
大
隊
の

隊
員
の
指
導
に
よ
る
土
の
う
積
み

や
装
甲
車
の
体
験
乗
車
、
消
防
団

の
指
導
に
よ
る
消
火
器
で
の
消
火

訓
練
や
簡
易
担
架
に
よ
る
搬
送
訓

練
が
行
わ
れ
、
救
護
所
開
設
訓
練

で
は
、
治
療
の
優
先
順
位
を
決
め

る
ト
リ
ア
ー
ジ
等
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

吉田区消火栓訓練

訓
練
の
最
後
に
は
、
松
崎
町
赤

十
字
奉
仕
団
が
訓
練
で
作
っ
た
ハ

イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
簡
易
包
装
食
）
に

よ
る
蒸
し
パ
ン
を
参
加
者
に
試
食

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

救護所訓練

松崎町赤十字奉仕団蒸しパン作り

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

東
海
地
震
説
の
発
表
後
、
地
震

が
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
と

い
わ
れ
、

年
以
上
経
過
し
ま
し

３０

た
。訓

練
内
容
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て

い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、

日
頃
の
訓
練
を
積
み
重
ね
て
お
か

な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
適
切

な
行
動
が
と
れ
ま
せ
ん
の
で
、
今

後
も
多
く
の
皆
様
の
訓
練
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

８
月

日
（
水
）、
町
長
と
松
崎

２８

地
区
の
区
長
等

人
が
県
庁
を
訪

１１

れ
、
那
賀
川
河
口
の
水
門
に
よ
る

津
波
対
策
や
、
松
崎
港
海
岸
既
設

防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
等
津
波
対
策

の
早
期
実
現
、
町
が
今
後
取
り
組

む
岩
地
、
石
部
、
雲
見
漁
港
の
津

波
対
策
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
か
ら
は
「
国
も
県
も
『
比
較

的
発
生
頻
度
の
高
い
津
波
（
レ
ベ

ル
１
）
に
対
し
て
は
、
防
潮
堤
等

の
施
設
で
住
民
を
守
る
。
発
生
頻

度
の
低
い
巨
大
津
波
（
レ
ベ
ル
２
）

に
対
し
て
は
、
施
設
で
は
防
ぎ
き

れ
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
に
逃
げ

る
か
と
い
う
ソ
フ
ト
対
策
で
対
応

す
る
方
針
』
で
あ
る
。『
静
岡
県
地

震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
３
』
で
も
、
松
崎
港
海
岸

も
含
め
た
津
波
対
策
を
今
後

年
１０

間
で
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
対
策
を
進
め
る
か
検

討
し
、
皆
様
に
プ
ラ
ン
を
提
示
し

て
い
き
た
い
。
松
崎
港
海
岸
に
つ

い
て
は
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
と
那

賀
川
河
口
の
水
門
を
一
体
で
考
え

て
い
き
た
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

町
の
出
席
者
か
ら
は
「
現
状
で

は
、
レ
ベ
ル
１
の
津
波
で
も
松
崎

地
区
は
水
浸
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。

レ
ベ
ル
２
の
津
波
は
防
げ
な
く
て

も
減
災
に
つ
な
が
る
の
で
防
潮
堤

の
か
さ
上
げ
や
水
門
は
必
要
だ
と

思
う
。
松
崎
町
は
高
齢
化
率
も
高

い
が
、
若
い
人
た
ち
の
将
来
の
た

め
に
も
津
波
対
策
施
設
の
早
期
実

現
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
も
「
那
賀
川
河
口
の

水
門
建
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
も
あ
る
が
、
先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
美
し
い
町
並
み
を
残

す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
一
体
的
な
整

備
を
進
め
て
ほ
し
い
。
漁
港
施
設

の
整
備
に
も
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

要望活動の様子

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

津
波
対
策
要
望
活
動

９
月
１
日
（
日
）

総
合
防
災
訓
練
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－

短

歌－

岡

村

芳

子

山
本
智
恵
子

杉
山
安
紀
子

土

屋

君

子

細

田

光

代

千
手
観
音
と
思
は
ず
呼
び
た
り
枝
を
広
げ

ど
っ
し
り
と
立
つ

の
大
木

萌
黄
色
に
染
ま
り
し
山
の
う
と
ま
し
く

流
れ
ゆ
く
雲
に
眼
を
う
つ
す

ま
な
こ

子
ら
の
来
る
準
備
に
ま
づ
は
ベ
ラ
ン
ダ
に

布
団
を
干
し
た
り
青
空
の
下

遠
出
す
る
明
日
を
思
へ
ば
雲
の
間
に

青
空
見
ゑ
て
ほ
っ
と
し
て
ゐ
る

カ
ス
テ
ラ
と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
贈
り
も
の

母
と
呼
ば
れ
る
幸
せ
を
お
も
ふ

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

静
岡
県
消
防
操
法
大
会

第
１
分
団
第
３
小
隊（
道
部
）が
出
場
！

９
月
８
日
（
日
）に
静
岡
県
消
防

学
校
で
第

回
静
岡
県
消
防
操
法

３４

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
・

小
型
ポ
ン
プ
操
法
そ
れ
ぞ
れ
の
部

に
、
県
内

支
部
か
ら
各
代
表
チ
ー

１０

ム
が
出
場
し
、
消
防
活
動
の
基
本

と
な
る
規
律
、
機
械
等
の
取
り
扱

い
技
術
や
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

賀
茂
支
部
か
ら
は
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
に
松
崎
町
消
防
団
第
１

分
団
第
３
小
隊
（
道
部
）、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
西
伊
豆
町
消
防

団
が
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
４
月
下
旬
か
ら
続
け
て
き
た

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、入
賞
チ
ー

ム
に
引
け
を
と
ら
な
い
、
堂
々
と

し
た
操
法
を
大
勢
の
消
防
関
係
者

の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。

両
部
門
と
も
御
殿
場
市
消
防
団

が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

ふるさと納税への
ご協力ありがとう

ございました

○横 瀬 克 孝様（埼玉県在住）

○宮本五三雄様（東京都在住）

イベント・催し紹介

【日時】１０月１４日（月・祝日）

午前９時から

【場所】雲見海岸

【内容】戦国時代に北条氏へ船や

鯨を献上したという故事にちなみ、

鯨に見立てたカジキマグロの献上

儀式が行われます。献上されたカ

ジキマグロは、来場者の前で豪快

に解体され、刺身として無料で振

舞われます。

雲見温泉海賊料理まつり
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「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
へ
の
加
盟
が
内
定

町
民
の
皆
様
も
ご
存
知
の
と

お
り
、
松
崎
町
は
昭
和

年
か

５３

ら
「
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里
づ

く
り
」
を
基
本
に
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
町
長
就
任
時
に
こ
の

施
策
を
さ
ら
に
推
進
さ
せ
る
た

め
、「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ

る
里
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
松
崎

ら
し
い
田
舎
づ
く
り
、
人
づ
く

り
、
ま
た
少
子
高
齢
化
を
土
台

に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
ま
ち
づ
く
り
が
外
部

か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

る
の
か
、
ま
た
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
一
つ

の
目
標
を
掲
げ
る
た
め
、「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
加
盟
を
申
請
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、８
月

日（
木
）

２９

に
内
定
を
い
た
だ
き
、

月
１０

に
開
催
さ
れ
る
臨
時
総
会
に

て
正
式
に
加
盟
が
承
認
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

連
合
で
は
、
５
年
ご
と
に

加
盟
後
の
取
り
組
み
に
対
し

て
再
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
今
回
の
連
合
加
盟
を
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト

と
考
え
、
町
民
一
人
一
人
が
主

体
的
に
参
画
し
、
地
域
や
団
体

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
連
合
で
の
活
動
は
、

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第

５
次
総
合
計
画
で
定
め
た
町
の

将
来
像
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
連
合
に
よ
る
再

審
査
は
、
町
の
総
合
計
画
の
達

成
度
を
外
部
か
ら
審
査
し
て
い

た
だ
く
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

今
後
も
計
画
に
定
め
た
町

の
将
来
像
に
向
け
、
職
員
に

対
し
、
役
場
は
「
住
民
の
皆

様
に
役
に
立
つ
人
が
い
る
場

所
」
で
あ
る
こ
と
を
常
に
認

識
さ
せ
、
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
活
動
す
る
こ
と
を
指
示

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
県

内
で
最
も
小
さ
い
町
が
光
り

輝
け
る
町
に
な
る
よ
う
に
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～

町長室からこんにちは ◯４６

９/８

第１８回みなとでみんなと海のピカ市

第１８回みなとでみんなと海のピカ市が、環境
センターで開催されました。リサイクル・フ
リーマーケット等のブース約４０店が出店し、多
くの来場者で賑わいました。

８/２１

防災講演会

環境センター文化ホールでは、常葉大学の阿
部郁男准教授を講師に、防災講演会「静岡県第
４次地震被害想定とその備え」が開催されまし
た。

９/１４

第１４回伊豆半島太鼓フェスティバル

松崎海岸特設ステージでは、第１４回伊豆半島
太鼓フェスティバルが開催され、県内で活躍し
ている５団体が出演し、夕暮れ空や海を背景に
力強い太鼓の演奏を披露しました。

９/３

花とロマンソフトボール大会 江奈１・２区優勝

総合グラウンドでは、町内１１地区が出場し、
花とロマンソフトボール大会が行われました。
トーナメント戦を勝ち抜き、江奈１・２区が優
勝しました。
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，４８０人（－９人）

男 ３，５４４人（－４人）

女 ３，９３６人（－５人）

世帯数 ３，０６１戸（＋５戸）

転 入 １２人 転 出 １７人

出 生 ６人 死 亡 １０人

（平成２５年８月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ４件 （±０）

物損事故 ３３件 （＋２３）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ４人 （－１）

二
〇
一
三
年
十
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

九

三

号

平成２５年８月発生分

地

域

交

流

通

信

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（8月届出分（8月届出分））

安
曇
野
地
区
在
住
で

歳
以
上

７５

の
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
会
」

で
は
、
８
月
２
日（
金
）に
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
方
々

を
講
師
に
夏
と
冬
に
開
催
さ
れ
る

料
理
教
室
は
、
山
間
部
で
移
動
が

困
難
な
皆
様
に
と
っ
て
、
普
段
会

え
な
い
人
同
士
が
交
流
す
る
大
切

な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
作
っ
た
料
理
は
乗

鞍
高
原
の
郷
土
料
理
で
あ
り
、
お

盆
に
作
ら
れ
る
行
事
食
で
も
あ
る

「
ぶ
ど
う
葉
ず
し
」
で
す
。

酢
飯
を
蒸
ら
し
て
か
ら
作
る
寿

司
と
は
違
い
、
山
ぶ
ど
う
の
葉
に

ア
ツ
ア
ツ
の
酢
飯
を
乗
せ
、
そ
こ

に
ひ
た
ひ
た
の
酢
で
し
め
た
塩
ま

す
を
挟
み
込
ん
で
半
分
に
合
わ
せ
、

熱
に
よ
っ
て
ぶ
ど
う
葉
の
香
り
が

酢
飯
に
移
れ
ば
で
き
上
が
り
。
ぶ

ど
う
葉
の
優
し
い
香
り
が
食
欲
を

そ
そ
り
ま
す
。

魚
を
使
っ
て
日
持
ち
す
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
た
め
、
夏
場

で
も
３
日
は
保
存
で
き
る
と
の
こ

と
。
冷
凍
庫
等
が
な
か
っ
た
時
代

の
生
活
の
知
恵
を
感
じ
ま
す
。

安
曇
に
は
こ
の
他
に
も
地
域
性

あ
ふ
れ
る
郷
土
料
理
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
松

崎
町
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
松
本
市
社
協

橋
本

亮
平
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

乗乗
鞍
高
原
の
郷
土
料

乗
鞍
高
原
の
郷
土
料
理理

ぶ
ど
う
葉
ず
し
作

ぶ
ど
う
葉
ず
し
作
りり

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
にに
◯◯２２２１１
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

こ
れ
ま
で
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
や
し

げ
な
権
利
、
外
貨
と
い
っ
た
投
資
商
品
に
つ
い

て
、「
◯
◯
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
届
い
て
い
な
い

か
？
事
情
が
あ
っ
て
当
社
が
直
接
購
入
で
き
な

い
の
で
、か
わ
り
に
購
入
し
て
も
ら
え
な
い
か
？

５
割
増
し
の
金
額
で
買
い
取
ら
せ
て
も
ら
う
」

等
と
電
話
を
し
、
そ
の
後
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、

そ
の
投
資
商
品
を
販
売
す
る
者
か
ら
電
話
が
入

り
、
購
入
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

劇
場
型
投
資
商
品
詐
欺
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
被
害
が
現
在
で
も
発
生
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

被
害
に
遭
っ
た
場
合
、
詐
欺
を
行
っ
た
事
業

者
は
雲
隠
れ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、
被
害

回
復
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

う
ま
い
話
で

あ
れ
ば
他
人
に

勧
め
る
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
。

電
話
が
か
か
っ

て
き
た
あ
な
た

は
狙
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

「
い
い
話
が
あ
り
ま
す
―

依
然
減
ら
な
い
投
資
商
品
詐
欺
」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

地

域

交

流

通

信

町 の 交 通 事 故

香りが移ると葉っぱの色が変わる

保護者性別名 前地 区

寺 田 邦 彦女陽 鞠
ひ まり

雲 見

高 橋 成 典男瑠 希 明
る き あ

中 区

山 田 雄 介女英 茉
え ま

櫻 田

青 木 正 憲男敬 典
けい すけ

石 部

山 本 孝 之男大 智
だい ち

明 伏

小 泉 隼 人男佑 斗
ゆう と

江奈４

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

初 男８６山崎 志子明 伏

ち か８６馬 場 哲 男峰 輪

哲 也９０池ちかよ野 田

忠 一１０４美 橋 ち よ岩 地

和 子８７後 藤 熊 男中 区

忠 之９２壬生三枝子山 口

久 米 代７２山 本 泰 久船 田

博 人８１山 本 利 男江奈１

増 子９１船 津 明船 田

おくやみ申し上げます（死亡）

ぶどう葉ずし作りの様子


